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第 1 章では各種のβ-Ti 合金の特徴とその研究開発動向について文献調査に基づいて述べられている。
また第 2 章では試料の準備方法と主な解析手法など本研究で用いられた実験手法について述べられて
いる。 














が 643 MPa,  引張り強度が 958 MPa と高強度でありながら 15％の均一伸びを示す、強度-延性バランス
の良い材料であることが示された。またヤング率が 61.3 GPa と非常に低いことも明らかにされた。人工関
節などの医療デバイス材料には高強度、低ヤング率が要求されている。しかし現在開発の主流となって




























 平成 30年 2月 9日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
